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【考察】

平成29年度アンケート調査結果をまとめた。1年間で1,424名の入院があり、これは同期間の三

重県の出生人口（12,663名）の11.3%を占めている。そのうち2.7%が超低出生体重児であり、
その死亡率は7.7%であった。全国の総合周産期センターからの集計（2004、2005年）では、死
亡率は500～600gで30%、700～900gで10数%程度、900～1000gでは5%程度であることを考え
ると、三重県全体の超低出生体重児の死亡率は若干高い。NICUベッド数や症例数、医療内容に
施設間格差があることもあり、一層の集約化を行う必要があると思われると同時に、出生後の予
後を大きく左右する産科側の胎児・母体管理体制についても検討が必要である。院外出生児は全
体の17.7%であり、母体搬送のさらなる促進が必要である。助産師、救急隊との連携や新生児・
乳児の蘇生についての指導をより充実したものにし、各科との連携を深め、一次・二次分娩施設
と周産期センター間で分娩時のリスクマネージメントなど情報の共有が必要である。

医療的ケアを要する児の発生頻度は、平成29年度は1.8%であった。国立病院機構共同研究で

は、1.3%（盆野、他．未熟児新生児学会、2010）であり、三重県での発生頻度がやや高いよう
に思われる。単純な比較は困難であるが、今後の推移を見守る必要がある。

周産期医療の予後としては、死亡率、合併症の発生頻度は重要な要素ではあるが、退院後の成

育・小児医療のなかでは日常生活の困窮度も現実的には留意すべき点である。

今年度は、退院後のサポートを要するハイリスク児について調査してその背景について検討した
が、医学的な合併症以外に社会的なリスクを有する者も多く、母親の精神疾患の合併やシングル
マザー、DVなど児童相談所の介入を要する例も県下全域に存在することがわかった。今後も調
査を継続し保健行政に生かされることが肝要である。
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会場：三重県総合文化センター

参加者：小児科医28名、産科医10名、小児外科医4名、胸部心臓外科医2名、

その他診療科1名、看護師・医療関係者42名

合計87名

2）周産期救急医療連絡会

平成29年11月9日(木)18:00～19:30

会場：三重中央医療センター 研修棟1階

内容：新生児搬送で課題のある症例の振り返り

参加者：医師24名、看護師・助産師33名、薬剤師1名、MSW1名、心理士1名、救命士3名
合計63名

3）NICUフォローアップ検討会


ο	 第11回NICUフォローアップ検討会

平成29年9月21日(木)18:00～19:15

会場：三重中央医療センター 研修棟会議室

内容：当院における退院後早期の発達評価

参加者：医師11名、看護師16名、理学療法士(PT)4名、作業療法士(OT)3名、言語聴覚士
(ST)1名、臨床心理士(CP)3名、薬剤師2名、MSW1名、検査技師4名、学生1名、合計46名


ο	 第3回三重NICUフォローアップ検討会

平成30年3月15日(木)18:30～20:00

会場:なぎさまち「ベイシスカ」2F

テーマ:「周産期医療から見た生後の成長・発育」

特別講演「臨床的観点からみたジェネティクスとエピジェネティクス」

東京医療センター 臨床遺伝センター 小児科 山澤 一樹先生

参加者：医師20名、看護師2名、心理士2名 

合計24名

(共催:ファイザー株式会社)


4) 三重県新生児懇話会「第8回三重クリティカルケアフォーラム」

平成30年1月20 日(土)17:00～19:00


       会場：津都ホテル 5階 伊勢の間 内容：呼吸生理・管理

特別講演：「新生児呼吸管理の基礎から実践」

青森県立中央病院 成育科 部長 網塚 貴介先生


 参加者：医師25名、看護師11名、薬剤師１名、県庁１名 合計38名

 (共催:アッビー合同会社、アボットジャパン株式会社、三重県小児科医会後援)


主催講習会


三重中央新生児カンファレンス主催 新生児蘇生法

1.「A」コース講習会(盆野、佐々木:公認番号17-0636-A−24)

平成29年9月24日(日)10:00～16:00

会場：国立病院機構三重中央医療センター研修棟会議室

参加者：看護師、助産師、11名
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2.「B」コース講習会(盆野、佐々木、廣野:公認番号17-0278-B-24)

平成28年10月28日(土)10:00～16:30

会場:国立病院機構三重中央医療センター研修棟会議室

参加者:医師、看護師、学生16名


3. 「A」コース講習会(盆野、佐々木、大森:公認番号18-0082-A-24)

平成30年2月10日(土)10:00～16:00

会場:国立病院機構三重中央医療センター 地域医療研修センター

参加者:看護師、16名


講演会・研修会


1) 看護師対象の講習会伊勢の国セミナープログラム

「新生児仮死と新生児蘇生:三重県の現状と課題」

平成30年2月17日(土) 14:00～17:45

平成29年2月18日(日) 9:00～12:25

会場:津市

参加者:医師・看護師


2) 第２回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会

内容:実技講習会、講演会

「在宅人工呼吸器と経管栄養について」

平成29年7月9日(火)9:30～16:00

会場:津市

参加者:医師


新生児蘇生法講習会

1. 「B」コース講習会(盆野、佐々木:公認番号17-0147-B−24)

      平成29年5月10日(金)13:00～16:00

会場：三重県立看護大学

参加者：看護師、助産師、9名


2.「B」コース講習会(盆野、佐々木:公認番号17-0178-B−24)

      平成29年5月26日(金)13:00～16:30

会場：三重大学医学部看護学科

参加者：看護師、助産師、10名


3. 三重県周産期医療研修会 第1回新生児蘇生法Bコース(山本：公認番号17-0194-B-24)

平成29年6月13日(火)

会場：鈴鹿市消防本部

参加者:消防士8名


4. 三重県周産期医療研修会 第2回新生児蘇生法Bコース(山本：公認番号17-0193-B-24)

平成29年6月16日(金)

会場：鈴鹿市消防本部

参加者:消防士6名


5. 三重県周産期医療研修会 第3回新生児蘇生法Bコース(山本：公認番号17-0198-B-24)


  /  16 18



三重中央医療センター
平成29年6月22日(木)

会場：熊野市消防組合消防本部

参加者:消防士7名


6. 三重県周産期医療研修会 第4回新生児蘇生法Bコース(山本：公認番号17-0199-B-24)

平成29年6月27日(火)

会場:四日市市消防組合消防本部

参加者:消防士7名


7. 三重県周産期医療研修会 第5回新生児蘇生法Bコース(山本：公認番号17-0202-B-24)

平成29年7月20日(木)

会場:名張市消防組合消防本部

参加者:消防士5名


発表(新生児関連のみ)


1.	 神谷雄作、内薗広匡、服部共樹、山田慎吾、大槻祥一郎、杉野典子 佐々木直哉、盆
野元紀、山川紀子、田中滋己、山本初実、井戸正流. 新生児糖尿病と診断した超低出生体重
児の一例. 第120回小児科学会. 津市. 2017.4.16

2.	 内薗広匡、神谷雄作、坪谷尚季、北村創矢、國米崇秀、山田慎吾、大槻祥一郎、杉野
典子、佐々木直哉、盆野元紀、山川紀子、田中滋己、山本初実、井戸正流. 重度の新生児遷
延性肺高血圧症(PPHN :Persistent Pulmonary Hypertension of the Newborn)で呼吸管理に難
渋、 先天性リンパ管拡張症を疑った一例. 白圭会. 津市. 2017.6.3

3.	 杉野典子 山川紀子 盆野元紀. 早産児におけるフロスティッグ視知覚検査を用いた
視知覚の検討. 第５９回日本小児神経学会学術集会. 大阪. 2017.6.16

4.	 盆野元紀. NICUに入院した児から見た母体体格と児に与える影響. 第53回周産期・新
生児学会. 横浜. 2017.7.16

5.	 坪谷尚季、内薗広匡、北村創矢、國米崇秀、神谷雄作、山田慎吾、伊藤雄彦、大森あ
ゆ美、大槻祥一郎、佐々木直哉、盆野元紀. 胎便吸引症候群を合併し、診断に苦慮した総肺
静脈還流異常症の一例. 第53回周産期・新生児学会. 横浜. 2017.7.16

6.	 北村創矢、内薗広匡、坪谷尚季、國米崇秀、大森あゆ美、塩野愛、杉野典子、大槻祥
一郎、佐々木直哉、盆野元紀、田中滋己、山本初美. 低体温療法後も筋緊張低下が続き診断
されたmyotubular myopathy. 第53回周産期・新生児学会. 福島. 2017.7.16

7.	 盆野元紀. 多様化する小児の在宅治療を知ろう「NICUから在宅移行する子どもの特
性」. 第52回日本周産期・新生児医学会学術集会. 富山市. 2016.7.17

8.	 山田慎吾、北村創矢、 坪谷尚季、國米崇秀、神谷雄作、大森あゆ美、内薗広匡、大
槻祥一郎、佐々木直哉、盆野元紀、田中滋己、山本初実. 当院で経験した先天性ネフローゼ
症候群の一例. 第53回周産期・新生児学会. 横浜. 2017.7.18

9.	 國米崇秀、大森あゆ美、北村創矢、坪谷尚季、山田慎吾、塩野愛、内薗広匡、大槻祥
一郎、杉野典子、佐々木直哉、盆野元紀、田中滋己、山本初実.  エトレチナートが奏功し、
重篤な皮膚感染を認めず経過した道化師様魚鱗癬の一例. 第53回周産期・新生児学会. 横浜. 
2017.7.18
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10.	 神谷雄作、内薗広匡、中村知美、北村創矢、伊藤雄彦、山下敦士、大森あゆ美、佐々
木直哉、小川昌宏、盆野元紀. 新生児搬送の3例の振り返り―新生児予後を改善するために―. 
第25回三重県胎児新生児研究会. 津市. 2017.7.30

11.	 杉野典子、山川紀子、盆野元紀. 当院NICUの発達フォローアップシステムについて. 
第25回三重県胎児新生児研究会. 津市. 2017.7.30

12.	 内薗広匡、中村知美、北村創矢、伊藤雄彦、山下敦士、大森あゆ美、佐々木直哉、小
川昌宏、盆野元紀. 当院での新生児急性期管理の模索. 第25回三重県胎児新生児研究会. 津市. 
2017.7.30

13.	 北村創矢、大槻祥一郎、内薗広匡、大森あゆ美、山田慎吾、神谷雄作、國米崇秀、坪
谷尚季、佐々木直哉、盆野元紀. 日齢３で浮腫を主訴に紹介され動脈管早期閉鎖症が疑われ
た1例. 第25回三重県胎児新生児研究会. 津市. 2017.7.30

14.	 佐々木直哉、中島悠貴、小川昌宏、盆野元紀、田中滋己、井戸正流 、山本初実. A群β
溶血性連鎖球菌(GAS)感染症との鑑別に苦慮したMRSAによるTokic shock syndrome (TSS) の
一例.  第５３回中部日本小児科学会. 金沢市. 2017.8.20

15.	 盆野元紀. 当院における退院後早期の発達評価. 第11回NICUフォローアップ検討会. 津
市. 2017.9.21

16.	 佐々木直哉、小川昌宏、盆野元紀、田中滋己、井戸正流. 10日間続く嘔吐・腹痛を主
訴に入院した6歳女児の１例.  第３９２回中勢地区小児臨床懇話会. 津市. 2017.9.28

17.	 北村創矢、内薗広匡、大森あゆみ、杉野典子、大槻祥一郎、佐々木直哉、盆野元紀、
井戸正流、田中滋己、山本初美. 出生後数日で心不全症状を主訴に新生児搬送された２例. 第
62回 日本新生児成育医学会. 埼玉. 2017.10.12

18.	 内薗 広匡、神谷雄作、中村知美、北村創矢、伊藤雄彦、山下敦士、大森あゆ美、佐々
木直哉、小川昌宏、盆野元紀. 新生児予後を改善するために. 三重県周産期ネットワークシス
テム検討会「第7回新生児カンファレンス」.津市. 2017.10.20

19.	 中村知美、北村創矢、内薗広匡、大森あゆみ、杉野典子、大槻祥一郎、佐々木直哉、
盆野元紀、井戸正流、田中滋己、山本初美. 下肢に巨大皮下腫瘤を認め、先天性血管腫が疑
われた一例.  第26回 東海新生児研究会. 名古屋市. 2017.11.25

20.	 内薗広匡. 早産児管理方針の変遷－三重中央医療センターの取り組み－. 神奈川. 
2017.12.16

21.	 盆野元紀. 新生児呼吸器感染症について～RSV感染症等～. 第8回三重新生児クリティ
カルケアフォーラム 津市. 2018.1.20

22.	 伊藤雄彦. 第1回周産期救急医療連絡会を振り返って. 第8回三重新生児クリティカル
ケアフォーラム. 津市. 2018.1.20

23.	 内薗広匡. 退院後に診断された喉頭軟化症の検討. 第8回三重新生児クリティカルケア
フォーラム. 津市. 2018.1.20

24.	 盆野元紀. 周産期医療から見た生後の成長・発育. 第３回三重県NICU フォローアップ
検討会. 津市. 2018.3.15


*1 添付資料「2017年度_測定検体数」参照
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